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１ 経過 
 

平成 30 年 12 月に示された「風格ある県都を目指すまちづくり構想」では、図書館

本館については、駅前コンベンション機能との複合化や本庁舎西棟との複合化も想定

しつつ、「福島駅前周辺又は現在地周辺などの設置場所も含めた新しい図書館の基本

的な方向性やコンセプトをできるだけ早期につくりあげます。」とされている。 

 この経過を踏まえ図書館本館再整備にあたっての基本的な考え方を検討するもの

である。 

 

 

           図１ 老朽化している公共施設（中心市街地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）老朽化している公共施設 

❶市民会館 

❷敬老センター 

③公会堂 

④中央学習センター 

❺図書館本館 

❻消防本部・福島消防署 

 

２）他の事業用地 

❼本庁西棟用地 

❽駅東口地区市街地再開発事業区域 

 

３）他の関連施設 

❾ＡＯＺ（ＭＡＸふくしま 4Ｆ） 

❿西口ライブラリー（コラッセふくしま３Ｆ） 

⓫子どもライブラリー（こ む こ む 館１Ｆ） 

⓬県立図書館 
 

❾ 

⓫ 

❿ 

③④❺ 

❶❷ 
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500m １km 

福島駅 
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２ 図書館本館及び図書機能の現況 
 

 

 ２－１ 図書館本館の現況（施設及び立地） 

    築６１年を経過し老朽化が著しい。また、建築が旧基準のため新基準には 

適合していない。 

 

 （１）竣工    昭和３３年（１９５８年） 昭和 59 年 5 月福島県より譲渡 

 （２）延床面積  ２，６９４㎡（３階建て） 

 （３）駐車台数  １９台 

 （４）バス停   新浜公園❷から約３００ｍ 宮町❸から約２００ｍ 

 （５）周辺道路  車両出入口がある敷地東側及び西側は一方通行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❶図書館本館 

 

            図２ 図書館本館周辺の交通環境 
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２－２ 図書機能の現況 

 

 

 （１）配置   本館１、分館２、学習センター図書室１６ 

 

                                 

                                 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

（２）利用現況（ 全国：平成 29 年度、福島市：平成 30 年度 ） 

 

① 年間利用者数         約２９万人（移動図書館を含む） 

② 蔵書冊数             

      全 国※１      約７６２，０００冊 

      福島市       約９４０，０００冊 

③ 蔵書回転率（貸出冊数／蔵書冊数）  

      全 国※１          約１．８冊 

      福島市           約１．０冊 

④ 住民一人あたり貸出冊数  

      全 国※１          約５．４冊 

      福島市           約３．３冊 

⑤ レファレンス      約３１，２００件 

⑥ 住民１人あたりの税負担  約１，１５０円 

      年間運営費約３．３億円に対し、図書館法により利用者負担はない。 

 

 

 

※１ 人口 20 万人以上 30 万人未満の市 日本図書館協会 日本の図書館統計と名簿 2018 

来館せずとも予約可能 

どの図書施設でも返却が可能 

予約 本館 分館 図書室

電話 ○

窓口 ○ ○ ○

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ○ ○ ○

主な業務内容 本館 分館 図書室

蔵書管理（選書・除籍） ○ ○ △7図書室

予約本・返却本の配送 ○

移動図書館の巡回 ○

レファレンス ○ △ △7図書室

予約 ○ ○ ○

貸出・返却 ○ ○ ○

企画事業 ○ ○ 7図書室

△：本館からの指示に 

基づく簡易な業務 
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図３ 図書機能の配置図 
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⓳ 

７図書室 

➊ 図書館本館 ⓫ 三河台学習センター図書室

➋ 本館分館　西口ライブラリー ⓬ 渡利学習センター図書室

➌ 本館分館　子どもライブラリー ⓭ 杉妻学習センター図書室

➍ 蓬莱学習センター図書室 ⓮ 吉井田学習センター図書室

❺ 清水学習センター図書室 ⓯ 西学習センター図書室

➏ 吾妻学習センター図書室 ⓰ 信陵学習センター図書室

➐ 飯坂学習センター図書室 ⓱ 信夫学習センター図書室

➑ もちずり学習センター図書室 ⓲ 吾妻学習センター分館図書室

➒ 北信学習センター図書室 ⓳ 飯野学習センター図書室

➓ 松川学習センター図書室

➊
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図４ 図書機能の利用状況 - １日あたり利用者数（貸出者数） 

 

 

 

① 本館及び分館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 学習センター図書室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表１ 図書機能面積と蔵書冊数の内訳（No4～19 は、学習センター図書室）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積：小数点以下切り捨て 

28年度 29年度 30年度

＜本館利用者の増加要因＞ 

隣接公会堂が平成 30 年４月

より休館となり、これに伴い本館

駐車場の利用枠が増えた。 

施設名 面積：㎡ 蔵書：冊 施設名 面積：㎡ 蔵書：冊

1 本館 2,694 450,311 11 三河台 47 8,208

2 西口Ｌ 360 37,522 12 渡利 50 8,201

3 子どもＬ 448 32,744 13 杉妻 50 8,131

4 蓬莱 487 48,047 14 吉井田 48 9,199

5 清水 489 50,164 15 西 106 11,641

6 吾妻 493 53,416 16 信陵 78 9,049

7 飯坂 260 35,743 17 信夫 48 11,046

8 もちずり 212 30,828 18 吾妻分館 35 10,367

9 北信 283 33,051 19 飯野 92 13,666

10 松川 270 25,774 20 移動図書館 52,938

合計 6,550 940,046
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３ アンケートからみる図書館本館の現状 
 

 

 ３－１ 市民アンケート（平成 31 年 2 月～3月実施：対象 18歳以上 1,500 名、回答 515 名） 

 

  （１）回答者の約２４％が、図書館本館を利用している。      図 5 

      回答者の約３３％は、学習センター図書室を利用 

 

  （２）本館利用者の約７０％は、自家用車による来館である。    図 6 

      複数の本を借用・返却することも反映 

 

  （３）本館利用者の約８７％が、２時間未満の利用である。     図 7 

      本の借用・返却、閲覧が中心である。           図 8 

 

  （４）学習センター図書室が利用しやすく身近に感じている。    図 9、10 

      市内のどの図書施設でも本の取り寄せが可能であることを反映 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.4%36.6%

図５ 福島市の図書施設の利用

ある ない
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14.5%

25.9%

28.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

開館時間に利用できない

エレベーターがない

本館に魅力を感じない

本などは自分で買う

その他

最寄りの施設へ取り寄せられる

本館への交通が不便

本館以外の図書施設サービスに満足

図９ 本館を利用しない理由（複数回答）

23.8%

45.1%

18.0%

7.4%
1.6%

図７ 図書館本館の利用時間

30分未満 30分～1時間未満

1時間～2時間未満 2時間～3時間

半日以上
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25.4%

28.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

障がい者を対象とした対面朗読

各図書施設で発行する広報紙

満足していない

全国の図書館から取り寄せできる

赤ちゃんへの絵本のプレゼント事業

その他

団体貸出（保育園、小中学校、ボランティア）

年齢層ごとのお話し会、講座

インターネットによる本の予約

リファレンス（調べものの相談、資料の案内）

図書館にない本の購入リクエスト

本の取り寄せ・返却がどの図書施設でも可能

わからない

図10 満足している図書サービス（複数回答）

15.9%

27.3%

41.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

近くに行政機関や公共施設がある

近くに公園や緑地環境がある

近くに商業施設や医療機関がある

公共交通機関の便利が良い

駐車・駐輪スペースの十分な確保

図11 新しい本館の立地に優先するもの（複数回答）

10.9%

13.0%

19.5%

20.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

その他

視聴覚コーナー

予約配送

企画展示

リファレンス

開館時間・曜日の変更

インターネット接続環境

講座、読み聞かせなど

カフェ

学習スペース

自由に時間を過ごせる

開架の充実

図12 図書館で重視する機能（複数回答）
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  ３－２ 高校生アンケート（令和元年 7月実施：対象 100 名、回答 99 名） 

 

 

   （１）図書館本館の認知度は、回答者の約５７％である。      図 13 

 

   （２）図書館本館の利用は、回答者の約２５％である。       図 13 

       勉強に限定すると、８％の利用である。          図 15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.6%43.4%

図13 図書館本館の場所の認知度と利用頻度

知っている わからない

6.0%

8.7%

24.2%

27.5%

33.6%

携帯電話やタブレットで読む

本を読まない

高校の図書室から本を借りる

部活や勉強で忙しい

本は自分で買う

図14 図書館を利用しない理由（複数回答）
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8.1%

8.5%

11.7%

21.3%

35.4%

56.8%

67.4%

図書館本館

本庁9階

ｺﾗｯｾ

こむこむ

塾

ｱｵｳｾﾞ

高校

図15 勉強での利用割合（施設別）

6.3%

3.7%

35.9%

33.3%

12.5%

11.1%

43.8%

48.1%

1.6%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校

アオウゼ

図17 利用者の帰宅時の交通手段（施設別）

徒歩 自転車 バス 電車 車（保護者の送迎）

28.4%
41.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

繁華街から距離があり安心

周辺にパチンコ店や居酒屋がない

通学で利用するバス停や駅が近い

入口近くに自転車を駐輪できる

保護者による車での送迎が容易

近くで軽食が買える

その他

高校からの帰宅途中にある

図16 勉強で利用する理由（複数回答）

アオウゼ

高校
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４ 新しい図書館本館のコンセプト 

 

 

４－１ 図書館本館の機能 

   

（１）基本型：情報の収集・提供・保存 

  図書館とは図書や資料を収集し整理し保存して、一般公衆の利用に供する

場とされている。これにもとづくハード面で図書館に必要と考えられる主な

機能は、以下のとおりである。 

 

① 書架スペース（開架・閉架） 

② バックヤード機能（配本・移動図書館など）  

③ 運搬の動線（配本・移動図書館など） 

④ 駐車場（同一敷地内に併設） 

 

昨今の公立図書館では、従来の図書の閲覧や貸出だけでなく、時間をかけて 

じっくり調べる場や高校生などによる自学の場のほか、中心市街地に整備し、

ゆっくりとしたくつろぎ空間の提供や、商業施設とともに街なかの賑わいづく

りの一機能として位置付けるなどといった傾向がある。 

したがって、「基本型＋付加機能」についても検討が必要と考える。市民アン

ケートでは重視する機能として、「開架の充実」と「自由に時間を過ごせる」が

ともに多く、「学習スペース」と「カフェ」がその次に多いことから（P8 図 12）、

これらを踏まえ機能について整理する必要がある。 

 

（２）学習環境充実型 

○中高校生から大人向けの自習機能 

ゆとりや落ち着きのある静かな環境で、広い学習スペース（広い机、席数） 

により長時間の利用にも対応できる。 

 

（３）賑わい創出重視型 

○図書館とは、直結しない機能との共存（隣接、複合化） 

図書館以外の集客機能であるカフェや物品販売などといった商業部門 

（収益部門）と一体的にとらえ、賑わいづくりとして位置付ける。 
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４－２ 基本機能と付加機能の検討 

 

 

（１）基本型 

   現施設の環境を踏まえると基本機能の使いやすさは必須である。 

① ゆとりのある開架スペースであること。 

 現状は閲覧スペースが十分ではなく、書棚の間隔も狭く高さがある。 

② バリアフリーとなっていること。 

 現状ではトイレは車いすや乳幼児連れ向けには未対応であり、３階建

てだが、エレベーターは設置されていない。 

③ 駐車場は同一敷地内に確保していること。 

当初利用枠は１９台だったが、同一敷地内の施設休館に伴い結果とし

て現在利用枠が拡大している。 

④ 楽しく賑やかな空間と静かさの空間が分かれていること。 

現状は子どもたちが楽しく本と関わる空間と、新聞雑誌をゆっくりと

閲覧する静かな空間が同じ空間にある。 

 

 

（２）学習環境充実型 

今後の利用需要や近隣の類似機能の状況を見極めながら、適正な規模での 

配置を検討すべきと考える。 

① 自習は図書館でなくともよいが、調べる場の提供は図書館に必要である。 

現状は、会議室（未使用時）を開放し、固定化してはいない。 

座席数 28  本館の自習利用者（平成 30 年度） 1 日あたり 12 名 

② １８歳以上の市民アンケートでは要望があるが（P8 図 12）、他の施設と

重複するとともに、今後の人口減少に伴い利用需要の変化が想定される。 

  

 

（３）賑わい創出重視型 

賑わい創出に向けた民間事業者との連携が必要である。 

① 集客能力の高い施設との連携により賑わい創出の相乗効果が期待できる。 

② 民間活力との連携が重要であり、図書館単体での賑わい創出には限界が

ある。 

③ 民間部門の収益が成り立つことが求められることから、立地はある程度

限定される。また駐車場の時間制限のない無料形態を維持することは難

しい場合が考えられる。 
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４－３ 新しい図書館本館の機能（まとめ） 

 

 

（１）基本的に備えるべき図書館の機能を中心に整備すべきと考える。 

 

（２）「学習スペース」は、必要かつ適正な規模を整備するものとし、将来の利用 

主体や形態の変化への対応も視野に、効率的かつ多様な活用の観点から可変的 

な運営についても検討する必要がある。 

 

（３）「カフェ」などのくつろぎ・集客機能は、図書館が有する集客力と民間活力

との連携により活かされることから、その機能を付加する場合は、有効性の観

点で検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①書架スペース（開架・閉架） 

②バックヤード機能（配本・移動図書館など） 

③運搬の動線（配本・移動図書館など） 

④駐車場、駐輪場（同一敷地内・併設） 

基本型 ＋ 使いやすさ 

図書館本館の機能  図 18 

⑤学習スペース 
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４－４ 新しい図書館本館再整備にあたっての基本的な考え方 

 

 

（１）本と市民をつなぎ気軽に親しむことができる図書館本館 

  

①館内が明るく開放的で親しみのある施設 

○子どもたちも楽しく過ごせる空間 

○賑わいから距離を置き、静かに本と向き合える落ち着いた空間 

○中高生が勉強に励み、友人と会話を楽しめる空間 

○居心地の良い場所（サードプレイス）となる憩いの空間 

 

②来館しやすく安全で利用しやすい施設 

 ○赤ちゃんから障がい者、高齢者に配慮した環境整備 

○自家用車・公共交通機関等の交通手段で来客しやすい環境整備 

○防災に優れ、安全性に高い環境整備 

 

 

（２）本市図書サービス網の要となる効率的な図書館本館 

 

①将来と本市図書サービスの特徴（分散型）を踏まえた本館機能の検討 

○本市図書サービス網の充実          

○利用者とのかかわりをもった図書サービス機能の充実 

○学習センター図書室、移動図書館を含めた本館の役割・規模の検討 

○本市図書サービスの特徴を踏まえた最適な本館開架スペースの検討 

○将来の人口構造・情報通信技術と新たなニーズへの対応を見据えた本館 

機能の検討 

 

②本館機能の強化に向けた中心市街地図書施設の再編検討 

○立地・利用者、図書サービスのあり方を踏まえた施設の集約化による 

本館機能の検討 

○図書サービスの充実に向けた効率的な図書施設再配置の検討 
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５ 新しい図書館本館の適地検討 
 

 

５－１ 図書館本館の望ましい立地条件 

 

市民アンケートなどに基づく望ましい立地条件は次の３つである。 

 

（１）駐車場が十分に確保できる 

（２）公共交通によるスムーズなアクセス 

（３）分かりやすい場所 

 

（１）駐車場が十分に確保できる 

理由：自家用車による来館需要が高い。 

① 市民アンケートでは、７３％が自家用車により利用するとしている。P6 図 6 

② 市民アンケートでは、優先する要件は「駐車・駐輪スペースが十分確保でき

る」が一番多い結果となっている。P8 図 11 

③ 福島市の１世帯あたりの自家用車の保有台数は、約１．４台※２と生活形態

からも未だ大きな移動手段である。 

 

（２）公共交通によるスムーズなアクセス 

理由：子ども、障がい者及び高齢者など自家用車を利用しない市民にも 

集まりやすい場も求められている。（例：バス停に近い） 

① 市民アンケートでは、優先する要件は、鉄道、バス、タクシーなど「公共

交通機関の便利が良い」が２番目に多い結果となっている。P8 図 11 

② 今後の高齢化を踏まえれば、自家用車以外の利便性の確保も重要である。 

③ 市民アンケートでは、本館を利用しない理由として、「交通が不便」が２番 

目に多い結果となっているが（P7 図 9）、最寄りのバス停からの距離は徒歩圏

内であることから、車両の出入口など別な要素が影響していると考えられる。 

 

（３）分かりやすい場所 

理由：図書館に限らず、広く市民が利用することを考えた場合は、求めら 

れる視点である。 

 

 

 

 

 

 

※2 一般財団 自動車検査登録情報協会 都市別の自家用乗用車の普及状況 平成３０年 
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５－２ 候補地 

 

Ｐ１の経過で説明したとおり、「風格ある県都を目指すまちづくり構想」に  

おいては、福島駅前周辺又は現在地周辺エリアなどの候補地について検討すると

されている。 

 具体的には、中心市街地で次の３つの候補地が考えられる。 

 

 

（１）駅東口地区市街地再開発事業区域 

複合化  …コンベンション機能、公会堂、市民会館（大会議室機能など） 

現在検討中…福島駅前交流・集客拠点施設整備基本計画策定委員会 

 

（２）本庁西棟用地 

複合化  …本庁舎西棟（議会・防災機能）、市民会館（会議室機能など）、 

中央学習センター、敬老センター 

現在検討中…福島市役所新しい西棟建設市民懇談会 

 

（３）現在地 

 

 

 

５－３ 候補地の適地検討 

 

図書館本館の基本機能や望ましい立地条件を踏まえ検討する。 

 

（１）駅東口地区市街地再開発事業区域（複合化） 

① 移動図書館のほか他館バックアップ機能としての配本運搬の効率的な動線

確保が必要である。 

② 駐車場が必須だが、確保には多額の継続的な固定経費が懸念される。 

③ 利便性から低層階が必須だが、民間収益部門と競合する。 

 

（２）本庁西棟用地（複合化） 

① 移動図書館のほか他館バックアップ機能としての配本運搬の効率的な動線

確保が必要である。 

② 多機能すぎて、近隣の交通混雑が懸念される。 

③ 他の市民利用機能も含め、駐車場の確保が必要である。 

④ 利便性から低層階が必須だが、防災機能や他の市民利用機能と競合する。 

 

（３）現在地（建替え） 

① 最寄りのバス停からの距離は徒歩圏内である。  

② 同一敷地内に駐車場が確保できる。 

③ 一方通行に囲まれ、車両の出入りが不便であり改善が必要である。 
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５－４ 候補地の適地検討（まとめ） 

 

（１）駅東口地区市街地再開発事業区域（複合化） 

    公共交通とのアクセスは利便性が良く、場所も分かりやすいが、設置階層で

は民間の収益部門と競合すること、また駐車場の確保、配本や移動図書館のた

めの効率的な動線の確保も課題であること。これらを踏まえると整備には課題

が多く運営の観点から立地としては困難であると考える。 

 

（２）本庁西棟用地（複合化） 

    市内循環バス停と直結しており、公共交通とのアクセスは利便性が良く幹線

道路沿いのため場所も分かりやすいが、設置階層では他の市民利用機能などと

競合すること、また駐車場の確保、配本や移動図書館のための効率的な動線の

確保も課題であること。これらを踏まえると、複合化により多機能すぎて、利

便性と運営の観点から立地としては困難であると考える。 

 

（３）現在地（建替え） 

公共交通とのアクセスは比較的良い。車両の出入りは不便であるが、同一敷

地内に駐車場が確保できる。また公会堂及び中央学習センターの再編後の跡地

利用が可能となるなど周辺環境が変化しており、立地としては選択肢の一つと

して考えられる。 

 

 

 

   以上のように新しい図書館本館の基本機能や立地の視点による検討では、駅東

口地区市街地再開発事業区域及び本庁西棟用地については適地としては困難で

あると考える。 

   適地については、現在地のほか中心市街地内で再編が検討されている他の公共

施設用地も候補に検討することが必要と考える。  
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６ 総括 
     

 

   当検討委員会では、新しい図書館本館の機能、基本的な考え方、及びこれらを 

踏まえ望ましい立地・適地について検討した。 

図書館本館については、中心市街地におけるまちづくりなど総合的な見地によ

り検討する必要があり、他の公共施設の再編計画の実施時期、施設マネジメント

※3の視点や財政面からの検討を踏まえ、市として図書館本館の用地及び整備時期

が調整されるものと考える。 

その際、現施設の老朽化が著しいことから、早急に進めるべきである。 

 

 

 

 

（１）新しい図書館本館の機能（P13 ４－３） 

   

 

① ゆとりある開架スペースなど基本的に備えるべき図書館の機能を中心に

使いやすさを重視し整備すべきと考える。 

② 「学習スペース」は、必要かつ適正な規模を整備するものとし、将来の利

用主体や形態の変化への対応も視野に、効率的かつ多様な活用の観点から

可変的な運営についても検討されたい。 

③ 「カフェ」などのくつろぎ・集客機能は、図書館が有する集客力と民間  

活力との連携により活かされることから、その機能を付加する場合は、有効

性の観点で検討されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3 次世代への負担、適正な施設保有量、効率的な管理運営などを踏まえ施設の配置を考える 
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（２）新しい図書館本館再整備にあたっての基本的な考え方（P14 ４－４） 

 

 

① 子どもたちが楽しく過ごせる空間と静かに本と向き合える落ち着いた空間 

がそれぞれに確保されるとともに、会話を楽しむなど自由に時間を過ごせ

る居心地の良い場所（サードプレイス）となる憩いの要素も必要と考える。 

また、バリアフリーに配慮した環境や防災に優れるなど来館しやすく安全

で利用しやすい施設が必要と考える。 

② 書架スペースなどの基本的な機能の充実のほか、立地、利用者及び図書サ

ービスの在り方を踏まえ、中心市街地に配置されている図書施設の再編・

集約化についても検討が必要と考える。 

③ 本館施設を活用した多様な市民サービスと利用者の学習や調べものに対応するこ

とができる専門スタッフ体制の充実など、サービスの質を支えるソフト面の拡充

を図ることも必要と考える。 

 

 

 

 

（３）適地検討（P17 ５－４） 

 

 

① 駅東口地区市街地再開発事業区域及び本庁西棟用地は、新しい図書館本館

の適地としては困難であると考える。 

② 中心市街地の中で、現在地のほか再編が検討されている他の公共施設用地

を軸に検討されたい。 

③ その場合、望ましい立地条件を十分に考慮して検討されたい。 P15 
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７ 検討経過 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 委員 
                       （順不同、敬省略） 

№ 委員名 選出区分 選出団体

1 西内
ニシウチ

　みなみ 大学教授（図書館関係）

2 川
カワ

﨑
サキ

　興
コウタ

太 大学教授（まちづくり・都市計画関係）

3 箭内
ヤナイ

　裕二郎
ユウジロウ

まちづくり ㈱福島まちづくりセンター

4 菅野　富美
カンノ　　　　　ヨシミ

地域団体 福島市町内会連合会

5 阿部　貴史
アベ　　　　　　タカフミ

学校関係 福島市小・中学校長会協議会

6 波多野
ハタノ

　清美
キヨミ

私立幼稚園保護者連合会

7 齋藤　裕子
　サイトウ　ユウコ

福島市小中学校PTA連合会

8 服部 美里
ハットリ    　ミサト

福島県高等学校PTA連合会

9 佐藤　淳子
サトウ　　　　ジュンコ

福島市の図書館を育てる市民の会

10 庄司　朝子
ショウジ　　　アサコ

福島市立図書館協議会

11 鈴木　孝昭
スズキ　タカアキ

市民代表

12 菅野　俊之
カンノ　トシユキ

市民代表

利用者代表

学識経験者

公募委員

2月 第１回  ①風格ある県都を目指すまちづくり構想

 ②再整備検討委員会の検討事項

 ③図書館の現況

4月 第２回  ①市民アンケートの結果概要

 ②再整備にあたっての基本的な考え方

 ③立地条件

7月 第３回  先行事例視察（山形県米沢市・東根市）

8月 第４回  ①高校生アンケートの結果概要

 ②先進地視察の結果

 ③新しい図書館本館のコンセプト

 ④新しい図書館本館の適地選定

11月 第５回  検討報告書（案）

報  告  検討報告書の市への提出

平成31年

令和元年


